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【SUPER FORMULA 第４戦・第５戦 / 鈴鹿サーキット】 大会直前情報 

 

 

大分県日田市に位置するオートポリスを舞台とした全日本スーパーフォーミュラ選手権第 3戦は、残念ながら悪天候により決勝レース

は延期となりました。そこから約１か月、梅雨入り目前の鈴鹿サーキットで第４･５戦が行われます。 

鈴鹿サーキットは、全長 5807m と、国内サーキットの中でも最も長いコース。最大の特徴は 8 の字を描くようなコースレイアウトで、そ

の中に低速、中速、高速、複合と様々なコーナーを取り入れた、非常にテクニカルなサーキットです。右コーナーが 10、左コーナーは 8

つあり、ドライバーのテクニック、マシンの仕上がり、それぞれ高いレベルが要求されます。もちろん、その車両を支えるタイヤにも大きな負

荷がかかります。国内のサーキットは、基本的には大きく右回りに周回することから、左側のタイヤにより負荷がかかることが多いですが、

鈴鹿サーキットは前述のように 8 の字レイアウトなことから左右どちらにも大きく負荷がかかります。特に高速で左に旋回する NIPPO コ

ーナー、130R は右側のタイヤに大きな G による高負荷がかかり、一発の速さが求められる予選でも、走行距離が長くなる決勝レース

でも 4 本すべてのタイヤマネジメントが非常に重要です。 

 

 

MOTORSPORTS NEWS 



世界選手権も開催される鈴鹿サーキットは、ドライバーなら一度はチャレンジしたい憧れのコース。今シーズン、スーパーフォーミュラに新

規参戦している 5 名の選手のうち、ルーク・ブラウニング選手、チャーリー・ブルツ選手の 2名は、鈴鹿サーキットの走行経験が少なく、

昨年 12 月に行われたルーキーテストと、2 月に行われた開幕前の公式テストの 2 回。今年に入ってスーパーフォーミュラへの参戦が決

定したロマン・スタネック選手は公式テストのみで、1000 分の 1 秒を争う熾烈なスーパーフォーミュラの本戦に挑むこととなります。 

今大会は 2 レース制のレースフォーマットのため、5 月 23 日(土)に第 4 戦の予選と決勝が、24 日(日)に第 5 戦の予選と決勝が行

われます。昨年も鈴鹿では、開幕大会、最終大会共に 2 レース制が採用され、さらに最終大会では一つ前の大会で悪天候により延

期となった 1戦(Rd.10)も加えて 3 レースが行われましたが、どちらの大会も連勝を飾った選手はいません。1大会で複数のレースを行

うフォーマットは、流れをつかめば一気に大量得点が見込める一方、1 レース目が思うような結果にならなかった場合も翌日の挽回が可

能。週末を制するのは、速さと勢いなのか、それとも 1 レース目を踏まえた対応力なのか。ドライバーやチームそれぞれ戦い方の違いが色

濃く表れる 2 日間となりそうです。 


